
13ＨＩＲＯＳＡＫＩ　２０１５.５.１12

市民参加型まちづくり１％システム　実施事業紹介
　このコーナーでは、「市民参加型まちづくり１％システム」を活用し、実施された事業を紹介しています。
今号は下記の１事業です。

 

▽実施団体　公益財団法人青森県体育協会岩木青少年スポーツセンター
▽事業内容　比較的気軽に、誰でも取り組めるスポーツとして、2本のストック
を使って歩くノルディック・ウォークの普及と嶽温泉周辺の活性化を図るため「世
界一の桜並木道をノルディック・ウォーク」を開催しました。参加者は、世界一
の桜並木や水芭蕉、文学碑などを観賞しながらウオーキングを楽しみました。予
想以上の参加があり、たくさんの人に運動不足の解消や生活習慣病対策の機会を
創出することができました。
▽事業費／補助金額　36万 4,843 円／ 31万 8,000 円

３ 世界一の桜並木道をノルディック・ウォーク

平成 27 年度１次募集 弘前市市民参加型まちづくり１％システム　交付決定事業一覧
事　業　名 団　体　名 交付決定額

市民健康増進事業「第4回　津軽岩木スカイラインを歩いてみよう会」 弘前歩こう会 46万円
若葉町会納涼祭り 若葉町会 ７万 9,000 円
ラベンダーロード再生事業 相馬地区小・中学校PTA連絡協議会 17万 9,000 円
環境教育用だんぶり池下敷き作成活用事業 ひろさき環境パートナーシップ 21 19万 1,000 円
おかえり野菜ボックスでCO2 と市民税支出を減らすプロジェクト事業 もったいないつがるの会 50万円
五代町会夏祭り＆ほたる観賞会 五代町会 12万 9,000 円
第３回世界一の桜並木道をノルディック・ウォーク 青森県ノルディック・ウォーク連盟 26万 6,000 円
第 2回「住み慣れた地域で最期まで」を支えあう街づくり講演会
私の防災活動、私が街にできること ひろさきナラティブ .net 32 万 7,000 円

環境美化事業　槌子町会環境美花「花いっぱい運動」 槌子町会 12万円
大仏公園紫陽花まつり 石川町会 39万円
奈良岡朋子朗読会「黒い雨」 演劇鑑賞会　弘前市民劇場 50万円
～和徳の歴史の探求と伝統ある津軽の歴史の魅力発信事業～題「けの汁
発祥の地　和徳城」和徳城主　小山内讃岐の守没後444年祭」 和徳歴史探偵団 50万円

弘前さくらコンサート Rainbow　Muse　Hirosaki 50 万円
乳井区域内放棄地の環境整備と美化活動 乳井町おこし協力会 30万円
湯口交差点「花いっぱい運動」 JA相馬村女性部 ５万 4,000 円
甦れ、雑種地から交流農園へ（２期事業） 向外瀬町会 50万円
津軽の囃子文化育成事業 津軽笛地域づくり実行委員会 50万円
弘前市民の森で元気になろう 弘前市民の森の会 17万円
ひろさきアフタースクール～「地域の力を取り込んだ放課後つくり」プ
ロジェクト～ あんよ・せらぴー共育研究会 42万 8,000 円

第 3回弘前城リレーマラソン スポネット弘前 36万 3,000 円
過疎地域スポーツ推進事業「スポーツゲンキッズ教室」 スポネット弘前 50万円
※各事業の内容については、市ホームページに掲載しています。

　市では、個人市民税の１％相当額を財源に、市民自
らが地域を考え企画・実践する活動に必要な経費を助
成する「市民参加型まちづくり１％システム」を実施
しています。この制度は、地域の実情に身近な市民の
皆さんが実践する、地域の課題解決や活性化につなが
る活動を支援することにより「市民力」による魅力あ

まちづくり１％システム１次募集事業が決定しました
るまちづくりを推進するものです。
　先に実施された１次募集では、22 事業が申請さ
れ、まちづくり1％システム審査委員会による審査後、
21事業を交付決定しました。
■問い合わせ先　市民協働政策課市民協働係（☎
40・7108）
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※弘前城本丸石垣修理事業について、詳しくは下記URLをご覧下さい。
http://www.city.hirosaki.aomori.jp/gaiyou/shisetsu/park/2015-0217-1629-48.html
■問い合わせ先　公園緑地課弘前城整備活用推進室（弘前公園緑の相談所内、☎33・8739）

　弘前城本丸東側石垣は、平成28年から解体修理に
着手する計画で、その修理対象範囲には天守台石垣（天
守真下の石垣）も含まれています。このため、石垣を
解体する前に天守を移動させなければなりません。天
守は曳屋（ひきや）により、現在位置する本丸南東隅
から、本丸中央部へ約70ｍ移動する予定です。その
天守曳屋が、いよいよ今年８月下旬に始まります。
　弘前城では、この冬の間にも天守曳屋の準備が着々
と進められていました。今回は、日々刻々と変化して
いった弘前城での冬期間の光景を振り返ってみます。
　まず、昨年 11月 25日から内濠の水抜きを開始し
ました。これは、天守曳屋の足場設置と工事用通路確
保のために、濠を埋め立てる前段階として行ったもの
です。水中ポンプを使い、本丸の西側にある蓮池へ水
を流しました。
　そして、12月１日から、本丸東側石垣中央部から
埋め立て工事を開始しています。水抜き後、濠底に溜

第７回～天守曳屋に備えて－冬期間の動き－～

弘前城石垣修理
まった泥を土木用安定シートで覆い、その上に砂と砂
利を敷きつめていきました。12月上旬は連日の降雪
で、８日には弘前公園内の積雪が 40㎝を超えるよう
な状況でしたが、そのような中、除雪をしながらも埋
め立て工事は進められ、３月に完成しています。この
ようにして設けられた工事用の通路は、10年間続く
石垣修理事業の第一歩であり、今後の工事の支えとも
なります。
　一方、天守の内部では、１月に今まで展示されてい
た歴史資料の搬出を、２月末までに床下の基礎調査を
実施しました。
　平成27年の天守公開は、５月10日まで行います。
柱や出格子、床下の構造など、江戸時代の城郭建造物
としての特徴を見ることができる状態です。
　５月11日からは天守を閉館し、８月下旬の天守曳
屋工事に向けて、曳屋用の足場やレールの設置などの
準備を進めていく予定です。
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鷹丘橋から見た内濠（水抜き前）

埋め立てられた内濠（３月）

鷹丘橋から見た内濠（水抜き後）

内濠埋め立て工事開始（12 月）

天守からの歴史資料（駕籠）搬出

床板をはがした天守（基礎調査）


